
参加無料
要事前申込
申込は裏面へ

定員 60 人
内容 プログラム・申込方法は裏面参照

主催 一般社団法人ONE PLANET LABO（Refill Japan 全国事務局）
カチカチ鳥（Refill静岡事務局）

協賛 静岡市

会場

前田金三郎商店協力

※13:00開場　開会までポスターセッション、静岡茶ふるまいあり

静岡市葵区黒金町 20ー 8
静岡商工会議所 会議室402

ＪＲ静岡駅（北口）から徒歩３分

会場アクセス

江川町通り

R362

静岡音楽館AOI
静岡中央郵便局 北口

JR 静岡駅

国道1号線

静岡商工会議所

呉
服
町
通
り

セブンイレブン
松坂屋葵タワー

ご来場の際は、
できるだけ公共交通機関をご利用ください

給水スポットでマイボトルに無料給水、マイタンブラーでコーヒーをテイクアウト、マイタッパーでお惣菜を購入など、
様々なリフィル行動を広げることは、使い捨て容器の利用を減らし、地球にやさしく魅力的なまちづくりにつながります。

「リフィル」とは、「再び詰める」こと

イベントの詳細は、
こちらをご覧ください

リフィル行動を広げる全国プラットフォーム、Refill Japan(リフィルジャパン)は、
このたび、全国で活動する地域団体が一堂に会する第７回「リフィルサミット」を
静岡市内で開催し、その一環として、一般公開セッションを開催いたします。

全国に誇る茶どころであり、水に恵まれた静岡は、リフィルを推進することで、
その魅力を全国に発信できるポテンシャルに満ちています。
本セッションでは、市内でリフィルの活動に関わる人々が、その取り組みを紹介
するとともに、さらに多くの市民に参加いただくための協力のあり方を考えます。
お茶を飲みながら、お気軽にご一緒ください。
※マイカップ、マイ湯呑みをご持参ください。



プログラム

◆「Refillサミット2026静岡宣言」発表

以下のフォームからお申込みください。

登壇者紹介

静岡市（茶町通り）生まれ。製茶問屋・前田金三郎商店の３代目代表取締役社長。
全国茶審査技術競技大会優勝等、多くの賞受賞経験を持つ。講演や著作を通じて、
日本茶のマーケティングや日本茶を通じたやすらぎ提供等の普及に努める。
前田金三郎商店HP  http://www.maekin-tea.com/

前田 富佐男（前田金三郎商店代表取締役）

静岡市環境総合ウェブサイト「しぜんたんけんちょう」に、給水・マイ容器マップを掲載しています。
コンテンツには、Refill Japan、Refill 静岡が協力しています。
https://www.shizutan.jp/drink-map/water/

静岡市環境局

コトの価値・モノの価値を見直すキッカケに、「リフィル行動」を広めて、魅力的なまちづくりを推進します。
https://sites.google.com/view/kachikachidori/home

カチカチ鳥

参加申込

※資料やお茶の準備のため、できるだけ事前にお申込みをお願いします。
当日参加も可能です。

https://forms.gle/Vr45AEKa2688uCiw6

申込締切

※定員になり次第、受付を終了します。

◆特別講演 「静岡茶の歴史と魅力」
前田 富佐男 さん（前田金三郎商店代表取締役）

◆基調報告 「Refill Japanの活動とその展開」
瀬口 亮子（ONE PLANET LABO代表理事/Refill Japan全国事務局）

◆クロストーク 全登壇者による座談会

◆地域からの報告 「リフィル静岡の活動」
長岡 智美（カチカチ鳥 / Refill静岡）
「静岡市のごみ減量の取り組み」
大草 友子 さん（静岡市環境局ごみ減量推進課）

詳細はこちら

【お問合せ】
カチカチ鳥（Refill 静岡）   E-mail  kachikachidori.shizuoka@gmail.com

〒110-0015 東京都台東区東上野1-20-6 丸幸ビル３F
ONE PLANET LABO(Refill Japan全国事務局)　E-mail  info@refill-japan.org

Refill Japan（リフィル・ジャパン）は、日本中に給水スポットとリフィル行動を広げることで、使い捨て
容器の利用を減らし、環境負荷の低減と魅力的なまちづくりを推進する協働プラットフォームです。
（運営事務局：一般社団法人ONE PLANET LABO）
2019年５月から、街中の水飲み場、給水機、店舗の無料給水サービス等の「給水スポット」を増やす
活動を展開し、2022年度より、持参容器での商品購入が可能な「マイ容器スポット」の登録を開始、
多様な「リフィル（再び詰める）」行動を推進しています。2026年１月現在、全国の30地域で、
「地域リフィル団体」が、地元の関係者とパートナーシップを組みながら、リフィルスポット、
リフィル行動の拡大活動を展開しています。 詳細は、https://www.refill-japan.org/


